






















































最後 に , 正規化の 手続に 必要な寄生リ ア ク タ ン ス の個数をなる べ く少をくする方法を述 べ て い る ｡
第6章は結論で , 本研究で得られた結果の まと めと展望を行を っ て い る ｡
論 文 の 審 ∃巨 結 果 の 要 旨
本論文 に取り上げられて い る問題 とその 研究成果を要約すると つ ぎの ようである｡
第1 の 問題は代数的非線形 n ポ ー ト の解析 ･ 構成 に関する問題で ある｡ こ れ は " 一 般 的な線形 n ポ
ー ト抵抗 は2端子抵抗素子と理想変成器お よびジ ャイ レ 一 夕 から構成で きる " と い う結果を非線形の
場合に つ い て考察 したもの であり , 非線形回路理 論の 分野 に おける未解決問題と して提示さ れ て い た
もの であ っ た｡ 本論文で は微分幾何学の手法を用 い て, 新た に統 一 的な立場 から非線形 n ポ ー トの 相
反性 ･ 非相反性の定義を与え , 線形 の 場合の 分解定理を非線形 へ 一 般化して い る ｡ さら に , そ の応用
と して 一 般的非線形 n ポ ー ト抵抗の構成問題が2端子非線形抵抗の構成問題 に帰着される こと を示 し ,
代数的非線形 n ポ ー トの 構成 に関する基本的結果を得て い る ｡
第2 の 問題はL, R, C から成る非線形混成 n ポ ー ト の解析と構成で ある ｡ 線形の 場合 , 混成 ｡ ポ ー
トの 解析法は ラ プ ラ ス 変換に より抵抗 n ポ ー ト の場合の 直接的拡張となるこ とが知 られ て い る｡ 非線
形の場合に は こ れ に相当する解析法 が存在 しを い ため , 従来あ′ま り研究さ れて こをか っ た分野で ある
が, n ポ ー ト素子 の モ デ ル化や構成問題に対 して基本的問題である ｡ 本論文で は主と し て 受動性 に関
する考察を行を い , 線形回路理 論に お ける正美補題の 非線形の場合 へ の 一 般化を示 し, 非線形 ｡ ポ ー
トの モ デ ル化, 構成 へ の応用 に つ い て基本的結果を得て い る｡
第3 の 問題は非線形回路の 寄生 リア ク タ ン ス に よる正規化モ デ ル の 等価性に関する問題で ある｡ こ
れ は正規形微分方程式に よる表現を持たを い 回路の 応答を数値計算する際 に生じる問題を回路理論的
立場 から考察したもの で ある ｡ 従来 , 1個 の 寄生素子で正規化で きる場合に つ い て の結果が得 られ て
い た が, 本論文で は 一 般 に n 偶 の寄生素子で正塩化さ れる場 合に つ い て , モ デ ル 間の 等価性を論じ,
等価性の 十分条件を導 い て い る ｡ さら に 回路を寄生素子で正規化して数値計算を行う際 , 応答が 一 意
に定まらを い 場合が存在するこ とを述 べ , 解 が 一 意 に定ま るため の 十分条件を導 い て い る ｡
以上 の ように 本論文は非線形回路理論 に お ける解析と構成の基本的問題 に お い て かをり の研究成果
をあげてお り, 電子工学お よび通信工学 に寄与する と こ ろが大である ｡ よ っ て 博士論文として価値 あ
るもの と認め る｡
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